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研究総括 

今年度も昨年度に引き続き、各分担研究者によって多面的な骨粗鬆症性脊椎骨折(OVF)

の解析が行われた。 

 

①OVF 後偽関節の危険因子、発生率、ADL への影響では、これまで偽関節という用語

そのものの定義があいまいであったことから、受傷後一年の時点で骨癒合が得られていな

い症例の割合・危険因子・日常生活動作への影響が不明であった。これを OVF 受傷から

一年後までの追跡調査を 551 例の OVF 症例に対して行い、発生率が 9.8%、危険因子が後

壁損傷ありという結果を導いた。症例数(551 例)および追跡率(80.6%)の点で信頼性の高い

症例群から導かれた結論は合理的である。 

②OVF 患者の長期生命予後調査と予後に及ぼす骨折由来の危険因子の検討では、骨折受

傷後 6 か月までの椎体の局所後彎変形を是正することが長期生命予後に深くかかわるとす

る結果が導かれた。 

③OVF 受傷患者における胸腰椎移行部の傍脊柱筋と治療成績の関連では、続発性 OVF

に対して胸腰椎移行部の PVM の脂肪浸潤率が、遺残腰痛に対して下位腰椎部の PVM の

脂肪浸潤率が有意な関連があった。臨床現場では、受傷時の MRI で脂肪変性を認める患

者はより強力な治療が必要になる可能性があることが示唆された。 

④筋減少症（サルコペニア）が OVF 治療である BKP に及ぼす影響では、急性期 OVF

に対する BKP の臨床結果はサルコペニアの存在によって影響を受けず、OVF 患者全般に

有効なものであることが判明した。 

⑤椎体形成術の代表的な骨補填材料であるリン酸カルシウムペースト（CPC）とハイド

ロキシアパタイト（HA）ブロックの比較試験では、術直後の椎体楔状角の矯正量、術後 1

年時の矯正損失に有意な差を認めず、生体材料としてともに OVF 治療に適切な材料であ

ることが示された。 

⑥住民健診データを用いた OVF 後遅発性圧潰・後彎変形が及ぼす健康関連 QOL の包括

調査では骨折後の矢状面アラインメントの悪化は独立した転倒の危険因子であり、SVA

が大きい高齢者の地域ボランティアの将来の転倒を予防するために介入が必要であること
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が導かれた。またロコモ 25 は要介護予測に有用なツールであり、カットオフ値 13 点を推

奨する。 

このようにそれぞれの施設で解析を行った結果、OVF の標準的治療指針の確立する上で

必要不可欠な臨床データが揃いつつある。 
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